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【背景と目的】生体肝移植（living donor liver transplantation: LDLT）において、脾臓の容
積は移植前の門脈圧亢進状態を反映するのみでなく、移植後の門脈血流にも影響を与える。こ
れまで、グラフト重量と脾臓容積の比であるグラフト／脾臓容積比（spleen/graft volume ratio: 
GSVR）と移植後門脈圧の関連性を示した報告はあるが、LDLT後のアウトカムに与える影響
は明らかではない。また近年、C型肝炎やABO不適合移植の治療における薬剤の進歩や同時











【結果】本コホートにおける GSVR の最小値は 0.17g/mL、中央値は 1.03g/mL、最大値は
5.28g/mLであった。LDLT時に脾臓を摘出した199例中、正常群145例・低値群54例、脾臓を





（54.8% vs. 34.5%、P = 0.038）、敗血症（48.4% vs. 26.1%、P = 0.016）、早期グラフトロ
ス（25.8% vs. 6.7%, P = 0.006）の発生頻度が高く、グラフト生存率も低値であった（1年；
67.7%vs. 87.3%, 5年；% vs. 79.5%, P = 0.005）。脾臓を摘出した場合、ドナー高年齢（Hazard 
ratio (HR): 1.183, P = 0.004）と術後門脈圧高値（HR: 2.262, P = 0.014）が独立危険因子であ
























 したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
 なお、本学位授与申請者は、令和元年１１月２５日実施の論文内容とそれに関連した試問
を受け、合格と認められたものである。 
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